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　極め抜いた職人の様な迫力がある彼は、普段は紙漉の仕事をして

いる。漢字に興味があり、本を見ながら自分でアレンジした漢字を

描くこともあれば、四角く切った画用紙に線を引き、マスの中に半

分で折ったクレパスで塗っていくこともある。その描く姿もまた職

人のようである。
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　新しい年を迎え、早２ヶ月が過

ぎようとしていますが、皆様、今

年もよろしくお願いいたします。

　今、第190回国会(通常)会期中

でありますが、この会期中に以

前より議論されてきた社会福祉法人制度改革につい

て審議される予定となっております。

　それは理事会や評議員会組織の改変や一定規模の

法人に対する会計監査人による監査の義務付け、地

域における公益的な取り組みを実施する責務、そし

て退職手当共済制度の公費助成の廃止等が挙げられ

ています。

　一羊会もこのような社会福祉法人を取り巻く環境

の変化に対応していくことが求められています。

　また、法人設立以来40年を経過する中で、実施

する事業の種類や数、そして利用者数、職員数等、

徐々に増え大規模になりつつあります。

　今後、少しずつ世代交代が進む中で、上記の社会

福祉法人制度改革に柔軟に対応していけるように、

次年度は従来の組織体制を再編しようと検討してい

る段階です。また、昨年の秋に購入した山口町の土

地に今後グループホーム等を建設するための準備も

進めています。

　最後になりますが、一羊会理事を10年間の長きに

亘り理事を務めて頂いた四井俊良様が昨年９月に理事

をご退任されました。本当に長い間ありがとうござい

ました。そして後任の理事には森田順様にご就任いた

だきましたことをご報告させていただきます。

　当法人にとって、今年もやるべき課題は多く、大

変重要な年になると思われますが、社会福祉法人と

しての役割を果たすべく一層努力してまいりますの

で、引き続き皆様のご理解、ご支援を賜りますよう

よろしくお願いいたします。

　皆様には、お健やかに新春を

迎えられたこととお慶び申し上

げます。

　今年は申年の中でも「丙申

（ひのえさる）」という年です。

十干の３番目の文字である「丙（ひのえ）」には

「明らか」という意味があります。十干は樹木の成

長に例えられますが、丙は形が明らかになってくる

頃とされます。そして「申（さる）」は「呻く（う

めく）」というという意味で、果実が成熟して固ま

っていく状態を表しています。すなわち、これまで

日の目を見なかったことが形となって現れて来る年

だと言えるのではないでしょうか。今やっているこ

とがどのような結果に結びつくか、どのような意味

を持つかを改めて見直して、この後のさらなる成長

につなげていく年にしたいものです。

　日本では、まだ障がい者の社会参加を妨げるたく

さんの障壁・バリアがあり、障がい者や家族、関係

者があきらめてしまう場面も多かったのですが、障

がいのある人もない人も、ともに住みやすい社会づ

くりには、障がいに基づく差別を禁止して、平等な

機会・チャンス・扱いを保障する法律が必要で、よ

うやく平成25年６月に、障がい者差別解消法（障

がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律）

成立し、今年４月から施行されます。

　西宮でも、昭和51年に社会福祉法人一羊会が設

立され、翌年に「一羊園」が開園された当時は、ま

だまださまざまな偏見や、障壁がありましたが、手

をつなぐ親の会（現西宮市手をつなぐ育成会）が中

心となり、さきがけ的に市行政、法人が連携しなが

ら、知的障がいのある人たちの「生活の場」と「働

く場」の施設づくりを進めてきました。

　これらすべての施設を支援していくために、昭和

62年に「一羊園福祉会」を「一羊会後援会」と名

称変更し、会員募集、募金活動等をしてまいりまし

たが、充分な支援ができておりません。後援会役員

も初心に帰って、力を尽くして支援の輪を広げてい

くつもりですので、会員の皆様には当後援会の趣旨

をご理解いただき、一層のご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

新しい年を迎えて新しい年を迎えて新しい年を迎えて
一羊会後援会会長　太 田　   博

理事長　三 浦　　昇
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2016年一羊会新年会2016年一羊会新年会2016年一羊会新年会2016年一羊会新年会

　1月16日（土）関西学院会館「光の間」におい

て、2016年一羊会新年会が開催されました。日頃

お世話になっている理事・監事・評議員等の皆様に

も出席頂き、各事業所から参加した利用者・職員と

合わせ、総勢92名の賑やかな会となりました。

　来賓祝辞の後、飛び入りの楽しい乾杯発声があり

元気よく始まると、美味しいコース料理を楽しみな

がら会は進行。ステージでは、今年度一羊会の仲間

入りをした上甲子園すずかけ作業所の利用者や新任

職員の初々しい紹介、日中は違う法人の事業所に通

い夜に一羊会のホームを利用している方からの挨

拶、そして、一羊会の児童通所支援事業「カノン上

甲子園」で高校生も含めて誕生したバンド「さけれ

ど」の歌と演奏で盛り上がりました。「さけれど」

の皆さんは終盤にも再度登場して頂き、「上を向い

て歩こう」等、みんなで一緒に歌える歌を演奏。出

席者からも続々とステージに上がる人がいるなど、

会場一体になって盛り上がりました。加えて、普段

は顔を合わせることが少なくなった、違う事業所の

職員や利用者が久々の再開を喜んだり、日常とは異

なる会場の雰囲気や料理を堪能するなど、それぞれ

思い思いに楽しみました。参加した方からも、「食

事がおいしかった！」「歌が歌えて楽しかった！」

等の声が聞こえてきました。1年の初めにふさわし

い特別な時間を過ごすことが出来たように思いま

す。今年も良い年になりそうです。

　また会の最後には、一羊会理事を昨年9月で退任

された四井俊良様より御挨拶頂きました。御挨拶で

はこれまでの思い出と共に、今後に向けた暖かい励

ましの言葉も頂きました。それに応えていくために

も一羊会は今後益々精進していかなければと思いま

す。大変お世話になりました。紙面をお借りして、

改めて厚く御礼申し上げます。

事務局　塩谷　健介

　一羊会とのご縁は、今から約

40 年前の昭和 50 年頃に、山口

町船坂に「一羊園（コロニー）」

を建設するために、船坂川に橋

を架ける西宮市役所での土木技

術者としての仕事に携わらせて

いただいたことが始まりです。

　市役所での約 40 年間の仕事を通じ、一羊会の一

からの始まりとその発展、また事業上の苦悩の一部

を聞かせていただいてまいりました。

　いつかは一羊会のお手伝いをさせていただきたい

と、人柄に敬服していた清水前理事長様や三浦理事

長様にお願いをしてきましたが、このたび理事の重

職を拝命し、微力ですが、今まで市役所で培いまし

た経験や 65 年向き合っている両下肢の障がいの経

験等を活かし、理事会でご提案させていただきたい

と心新たにしております。

　皆様、今後ともよろしくお願

い申し上げます。

一羊会理事　森田　　順

一羊会理事就任にあたって一羊会理事就任にあたって一羊会理事就任にあたって
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　居宅支援事業課の会議では、毎回テーマを決めて、

フリーディスカッションをするコーナーがあります。

前回の会議では「利用者の意思決定」をテーマに話を

しました。利用者との日常の中で、職員が考え、取り

組みそして感じたことを職員が交互に発表し他の職員

はそれを聞くというものです。

　私が考えるにこれは感性を磨く作業だと思います。

職員はいろいろと考え、悩みながら利用者支援を行っ

ています。なぜ悩むかというと、他人の人生だからで

す。職員が良かれと思っても、人生の主役である利用

者が、満足できなければそれは良い支援とは言えない

のではないでしょうか。特に意思表出の弱い利用者の

場合、さらに難しくなります。その利用者の気持ちを

知るために、日常の些細な行動から本人の気持ちを感

じ取る作業をするのです。感性が鈍ければどうなるの

でしょうか。時に自分の価値観に当てはめて利用者の

行動を決めてしまうことあるでしょう。

　私たちの仕事は利用者の人生に深く関わる仕事と言

われます。それを重荷に感じる人もいるかもしれませ

ん。しかし考えてみると私自身、自分の人生を迷わ

ず、自信をもって進んできたわけではなく、たくさん

のすばらしい人達に励まされ助けられて、今までやっ

て来られたと思います。利用者も同じではないでしょ

うか。たくさんの出会いが人生の幅を広げ、質を高め

ることにつながるのではないでしょうか。

　ディスカッションによって、他の職員の感じ方を知

り、受け入れることは、自分以外の人間の気持ちを感

じ取る力を磨くことになります。結果、利用者の気持

ちをくみ取り、本人の意向に沿った支援が提供できる

のです。

　実際、若い職員の利用者への関わりを見ていても素

敵だなと思う場面をよく見かけます。そして法人の理

念が浸透していることを実感できます。そういう場面

に居合わせた時に、この利用者が「いい支援者に出会

えて良かった」と思っているのではないかと、図々しく

も勝手な想像している自分に気づくことがあります。

地域生活支援センター「ジョイント」

所長　古川　　勝

リレーエッセイリレーエッセイリレーエッセイ

ある日の会議を通して

・貼り絵や水やりをいつもがんばっています。

　今年は運動をがんばってしたいです。　

・暖かくなったら、野菜や花を植えたいです。

△

一 羊 園

・中縫い（ミシン）50枚縫えるように頑張ります。

・仕事を頑張って、競馬とパチンコも頑張ります。

・船と汽車とジェットコースターに乗りたい。

・筋力アップ頑張ります。

▲

すずかけ作業所

・仕事頑張ってカラオケ行きたいです！

・休日出勤で日曜日にビルメン（テナンス）に行

きたいです！

・芦屋福祉センターでみんなと協力して、作業頑

張ります！

・ポリッシャーとバキュームを両方できるように

頑張ります！

△

すずかけ労働センター

・昨年は、病気入院したので今年は、健康にすご

したい。

・作業でホッチキス止めを頑張りたい。

・ちがう作業をしてみたい。

・あたし、幸せやな。

・楽しい一泊旅行に行きたい。

▲

すずかけ第２作業所

・段ボール頑張る！

・ダンス大好き。頑張る！

△

武庫川すずかけ作業所

・健康で休まずに頑張ります！頑張ってお給料た

めて、みんなと一緒にご飯を食べに行けたら嬉

しいです！

・ミシン頑張る！

・お仕事頑張る！

・3万円でCDと貯金する。

・内職と宮っ子とモップ頑張りたい！

▲

上甲子園すずかけ作業所

利 用 者

新 年 の 抱 負
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法人・事業所御寄付の報告（敬称略・順不同）

＊法人指定寄付　

　匿名　(株)弘報館　高齢化を考える会　三浦　昇                                                                                      4件

＊一羊園指定寄付

　一羊園家族会　匿名                                                                                                                            2件

＊すずかけ作業所指定寄付

　甲子園口コープ委員　一般財団法人高友福祉積善会　すずかけ保護者会　関西電力㈱阪神三田事業所一同         4件

＊すずかけ労働センター指定寄付

　南野　道明　池田　邦子　すずかけ労働センター保護者会　　　　　　　　　　                                          3件

＊武庫川すずかけ作業所指定寄付

　公益財団法人鳴尾会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1件

＊ジョイント指定寄付

　日本フリーメソジスト教会　佐々木 康晴　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　2件

2015年11月1日～2016年1月31日

今年度（2015年度）会費・寄付を頂いた皆様です。いつもありがとうございます。

2015年4月1日～2016年1月31日一羊会後援会会費（敬称略・順不同）

＊法人団体の部

新井組　高友福祉積善会　阪神園芸　圓満寺　平田建築設計　巨勢工務店　岡崎石材店　西宮市民踊協会

エヌ・エフ・ケイ　メックテクニカ　神呪寺　すずかけ労働センター保護者会　甲南防災設備　大関エステート

廣田神社　西宮市歯科医師会　金森商店　西宮神社　牧原クリニック　西宮市薬剤師会　すずかけ作業所保護者会

あさひパートナーズ法律事務所　海清寺　大関　溝口社会保険労務士事務所　西宮中央地区民生委員児童委員協議会

墨相会　すずかけ第２作業所保護者会　上甲子園すずかけ作業所保護者会　夙川地区民生委員児童委員協議会

武庫川すずかけ作業所保護者会　ニシヤク調剤薬局　西宮市髙木地区連合婦人会　一羊園家族会　松田組

創功エンジニアリング                                                                                                                         36件

　2015年度も後援会活動として、昨年同様、秋の

「にしのみや市民祭り」、冬の「輪イ和イひろば」

で「いか焼き」の販売をしました。またこれも定番

ですが、「はたらく仲間のうた」カレンダー（きょ

うされん）の販売もしました。そして、今年の1月

9日〜11日の十日戎には募金活動を行い、参拝され

報 告

る多くの方に募金に協力していただきました。

　今年は通常の赤門前での募金以外に、阪神西宮駅

前の広場でも募金活動を行いました。　

　後援会活動の販売や募金活動にご

協力いただいた皆様、本当にありが

とうございました。
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　インフルエンザが猛威をふるっているというニュースを見ました。また春のような暖かい日があったり、

急に厳しい冬の寒さになったりと、身体にはなかなか辛い日々です。

● 編 集 後 記 ●

い

＊個人の部

秦野多紀子　近藤慶子　宮川　守　大前春代　今西永兒　横山潤・正代　薮田君子　四井俊良　奥田幸子　武内浩子

浜田良子　梅本隆司　長部文治郎　小田原和子　八木晧次　緒方満智　千翔有峰　鈴木　侑　森田　順　小林義典　

堀本和哉　片山寛子　土井克己　飯森隆年　中田智恵海　善塔勝一郎　小川加代子　早川典江　光武眞里　小椋朝夫

安野照子　山本加津美　中川一夫　大前繁雄　山本富子　西田智子　唐沢文子　大西勝代　吉田幾久世　本田洋子

森里信生　渡辺洋子　井上尚子　馬場光子　藪田君子　藤木　登　中村絢子　八木米太朗・名見子　水田義一

瀧川秀樹　橋本真理　山岡敬子　伊藤節子　斉藤正市　高林惠子　作田敏文　久保田晴子　武井泰道　岩井久美子

松枝千尋　堀江史子　宮川　達　佐竹基宏　谷田松子　四方　勝　大川裕紀　吉田　高　田中保奈美　平山圭恵子

中川雅之　栗原裕実　南野道明　鳥田　卓　中西洋子　松本憲和　谷矢吉夫　北川泰寿　高谷知子　仲道愛子

弓場泰三　藤田信子　三原まゆみ　早川典江　黒木真弓　南野道明　岡崎公典　松岡令子　西中蔦子　麻生史子

久保恵津子　松田　達　藤本久夫　黒田輝子　西川光子                                                                            94件

2015年4月1日～2016年1月31日一羊会後援会寄付（敬称略・順不同）

＊法人団体の部

近畿鋼材　芦屋山手教会ナルド会　サンコウ消毒　西宮市手をつなぐ育成会　西宮浜産業団地協議会

あさひパートナーズ法律事務所　岡崎石材店　溝口社会保険労務士事務所　聖和短期大学　丸岡＆パートナーズ

トータルマナー　用海公民館茶の湯の会参席者　夙川東教会さくら会　西宮教会　関西学院教会婦人会　法心寺

夙川学院宗教部　スタジオ凛建築空間設計　創功エンジニアリング　名古屋学院　関西学院教会　神戸栄光教会栄寿会

22件

＊個人の部

小林義典　片山寛子　森岡宏夫　藤本美保子　中谷美津子　寺尾郁子　中田智恵海　善塔勝一　小川加代子　松本憲和

小椋朝夫　森　寛美　重久　隆　唐沢文子　四井俊良　近藤慶子　山口静枝　近藤眞由美　吉田幾久世　松本陽介

田中文英　本田洋子　宮脇葉子　池上知佐子　仁田敏子　岩本正博　是常孝男　上林達児　馬場光子　緒方満智

万竝建二　山岡敬子　浜田良子　久保田晴子　岩井久美子　神保道禅　井上尚子　谷矢吉夫　高谷知子　行天比佐子

渡辺洋子　水田義一　岸栄里子　中村栄子　田中ふみゑ　勝又眞弓　長田悦子　八島満紀子　藤本政潔　松田　達

田中幸二　黒田輝子　小久保京子　藪田君子　岡田まり子　木田拓雄　土井克己                                                 57件


